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1．はじめに

　 中緯度海洋上 に しば しば発 生する海霧は、人間生活 にお い

て も海上 交通 に大きく影響する と共に、地 球の 放射収支へ の

影響も無視で きない ため、気候予測にお ける重要 なタ
ー

ゲッ

トである。そ こ で、MRI ・CGCM3 〔YUIri　lotO　et　al．2012＞

を使っ た、AMIP
、
　 AM 工P＋4K （全球の海面 水温 を

一
様に 4K

上昇させ た AM ［P 実験）、　 m 躡 ture （海面水温に GMIP

マ ル チモ デル に よ り予測 され た海 面水 温分布 パ ターン を足 し

た AMIP 実験）の 実験結果を解析し、海霧の 将来変化を調査

した。

2．結果

　本研究で は、モ デル 面第
一
層の 雲を霧 とみなす。まず、船

舶観測デ
ー

タ、衛星ライダ
ー
デ
ー

タを使い 、モ デル の 海霧の

分布を検証 したとこ ろ、その 分布の 気側 直は、観測デ
ー

タの

特徴を よ く とらえて い るこ とが示 され た。次 に、モ デル の 海

霧 の 発生の メカ ニ ズ ム を調 べ た とこ ろ、 ほ とん どは、海面付

近の暖気移流によ っ て、暖か く湿 っ た空気が冷た い 海面 に よ

っ て冷や され て発生 す る移流 霧 であ るこ とがわか っ た。

　そ して、この 将来 変化を調 ぺ た ところ 、 北 半球の夏 季 には、

北太平洋の 中部、及び、大西洋ニ ュ
ー

フ ァ ン ドラン ド島近く

で 霧が減少 し、北太平洋の 東部で 霧が増加する傾向が見 られ

た （図 1左上）。 また、北半球の 冬季に は 、 北太平洋東部で 、

霧の 増加及び減少が対となっ て現れ てい た （図 1右上）。こ れ

らの 霧 の 変化 は、夏季 には、将 来 にお ける北太平 洋高気 圧 の

弱 化に伴い、北太平洋中部で暖気 移流が 弱ま り、ま た、北太

平 洋東部では暖気移流が強ま る こ とに よる （図 1左 下）。ま た、

北アメ リカ大陸 hの低圧部の弱化に よ り、ニ ュ
ー

フ ァ ン ドラ

ン ド島付近 の 暖気 移流 が弱 ま るこ とが、こ の 付近 の 霧 の 減 少

に対応 してい る。 冬季に は 、 ア リ ュ
ーシ ャン 低気圧 が北太平

洋東部に延 び た形 に なる こ とで、この 付近 の 霧の 増減 を もた

ら してい る （図 1右 下）。

　これ らの 結果は、AMIR4K で も、　m 躡 tUreで も共通

して 見 られ る と共 に、こ うした 気 圧 の 変化パ ター
ン は、

CMIP5 マ ル チモ デル データを使 っ て も同様に 見 られ、信頼性

が高い と言える。

　さ らに、南半球にお ける海霧の将来変化や、海霧が変化ず

るこ とに よ る雲フ ィ
ードバ ック へ の 寄与 も調査 した。ま た、

南北風速と海霧の 発生頻度や霧の 内部の 雲水量には非常に よ

い 相関が あるが、将来気候 におい て は、現在気候 と同じ暖気

移流で も、霧の 内部の 雲水量が大きくなる こ とも明らか にな

っ た。発表で は、余裕が あれば、こ うした結果につ い て も言

及する予定である。
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図 1 ：上段 は霧の 発生頻度 （単位％） で あ り、等値線は AMIP の 気候値、陰影が AMIP と AMIP ＋4K の 差 （AM ［P＋4K −

　　 AMIP ）。 下段 は海面気圧 と 10m風速の 、　AMIP と AMIP ＋4K の 差 （陰影 ・等値線 ：海面気圧 （剿立hPa）、矢印 ：風

　　 速 （単位 】n ／s））。左列が 7月、右列が 1月 の 結果，1979− 2009 年の 31年分の データ を使用 して い る。
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